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PubMed と、Elsevier B.V. が提供するEmbaseという
医学文献データベ スーを用いた。1966 年～ 2009 年 10
月に PubMed に掲載された 1,504 研究論文と、1947




基づくものであり、計 28 万 4,672 人を対象としている。
調査・試験期間は 3.2 ～ 15 年であり、その期間に脳
卒中は 7,863 件発生していた。
研究チームが 21 研究論文を分析したところ、脳卒








昇が認められた。さらに 40 ～ 60ml/min/1.73m2 と
40ml/min/1.73m2 未満に細分化して解析を行ったとこ
ろ、eGFR が低いほど脳卒中リスクは高かった。また、




















2）　Lee M et al., British Medical Journal 341, doi:10.1136/bmj.c4249
3）　Chronic Kidney Disease Prognosis Consortium, Lancet 375, 2073-2081 （2010）
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a）International Agency for Research on Cancer, List of classification updated 
on 5/27/2010　b）環境省H9.2.4 告示　c）環境省 S48.5.8 告示　d）環境省
S53.7.11 告示　e）環境省H21.9.9 告示
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NOx + 2x/3 NH3 →











































（Three ― way catalysts：TWC）と
呼ばれている。酸化物担持体とし
ては、上記の材料の他、コーディ
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図表 4　自動車排出ガス清浄化触媒の活性点の熱凝集 ）および触媒被毒 ）
科学技術動向研究センターにて作成
a b
図表 5　貴金属の用途（Johnson-Matthey Platinum 2009 による）
科学技術動向研究センターにて作成
図表 6　貴金属鉱床の成分濃度（Johnson-Matthey Platinum 2009 による）
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図 □ ）。1990 年 以 降 は、STEM/
TEM および XPS/UPS 両手法の採
用頻度が突出して増加した（図表 9
の左図■）。比較としたゼオライト




















土類元素 ; B：3d 遷移金属元素 ; 
PGM：貴金属元素）である。この
材料は、500 ℃以上の中高温領域
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2030 年 に お け る HV・PHV・EV
の普及目標を示す 3）。環境政策の


























































リチウム量が 1.1 万 t 必要とされて
いる。一方、世界最大のリチウム
資 源 供 給 会 社 で あ る SQM
（Sociedad Quimicay Minera de 
Chile）社（チリ）によれば 2020 年で
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図表 2　研究開発されている二次電池の作動電圧と放電容量密度の関係
参考文献5）掲載図を科学技術動向研究センターにて再構成
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PHV では 7kg/ 台（搭載二次電池容












車（HV ＋ PHV と EV をそれぞれ
50% の割合とする）にすると、約
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　 図 表 4 に、 米 国 地 質 調 査 所
（USGS：United States Geological 











の埋蔵量は 990 万 t であり、その
うち、チリの金属リチウム埋蔵量
































　図表 4 に示したように、2008 年
の世界の金属リチウム粗原料生産
量は約 2.74 万 t であったが、2009 
年には最大の輸出国であるチリか









し て は、SQM 社、Sons of Gwalia 
Ltd.（豪州）、Chemetall 社、GEA 
Group AG（ドイツ）、FMC Lithium
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この価格は 2009 年 6 月以降一度も






trade DB : United Nations Com-
modity Trade Statistics Database）
を利用した輸出入価格の推移があ
る 14）。 図 表 5 お よ び 図 表 6 に、
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図表 6　貿易統計から見える水酸化リチウムの主な国際的流通量（2009 年）
参考文献14）掲載データを基に科学技術動向研究センターにて作成
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　2010 年 8 月、チリ鉱業省、チリ
鉱 業 協 会（SONAMI）、SQM 社 お









































世界第 4 位の中国では、2009 年で
は、金属リチウム生産量が 1,000t、
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材料の生産量が 2 万 t と推定され
ている 18）。



























も 塩 化 リ チ ウ ム 埋 蔵 量 は 約





































































































　 鉱 石 資 源 に お い て は、（ 独 ）
JOGMEC は 2009 年 11 月に、米国
ネバダ州のリチウム鉱床の権益を
40% 取 得 し、 探 鉱 会 社 で あ る
American Lithium Minerals Inc. と
の共同調査に出資して、同鉱床か
ら世界のリチウム粗原料生産量の
約 10% に当たる年間 1 万 t の生産
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約を締結し、5 年後に年 0.5 万トン
の炭酸リチウム粗原料の販売を目
指すとのことである 26）。豊田通商








り、2014 年頃にも年産 1.5 万 t の
リチウム資源の採掘を始める予定
とのことである。伊藤忠商事（株）は、
2010 年 7 月、米国のリチウム粗原
料を生産する資源開発会社である
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がまだ解決されていない 5）。
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科学技術動向研究センターのご紹介
　2001 年 1 月より内閣府総合科学技術会議が設置され、従来以上に戦略性を重視する政
策立案が検討されています。科学技術政策研究所では、戦略策定に不可欠な重要科学技術
























































科学技術12月号表4.indd   2 2010/12/09   14:42:46
